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2017年 9月 29日 

プレスリリース 

日興アセットマネジメント株式会社 
 

「ファンド・アドバイザリー・ボード」の設置について 

 

日興アセットマネジメント株式会社（以下、「日興アセット」）は本日、お客様にとって透明性と信頼性の高

い商品運営の遂行を目指す観点から「ファンド・アドバイザリー・ボード」を設置いたしましたので、お知らせ

いたします。 

日興アセットはかねてより、フィデューシャリーの原則を資産運用業務の根本理念として追求しており、お

客様のニーズに適った質の高い金融サービス提供の実現に向け、フィデューシャリー原則の精神に立脚し

た行動と創意工夫による改善への不断の努力を続けています。これをさらに推し進め、日興アセットが設定

する投資信託、特に公募投資信託の商品開発プロセスやその後のファンド運営について、社外より公平且

つ高い見識を取り入れ、お客様にとってより明解で透明性の高い業務運営体制を構築すること、および、お

客様の利便性や真の利益追求の視点に立った提言・アドバイスを得ることを目的として、このたび、「ファン

ド・アドバイザリー・ボード」を設置しました。 

「ファンド・アドバイザリー・ボード」は、取締役会が指名する議長 1 名を含む 3 名以上のメンバーで構成

し、その過半数を社外取締役など社外の者、かつ、お客様の利益保護の観点から公平で高い見識を有す

る者とします。原則として四半期に一回開催し、取締役会に適時、活動報告を行ないます。日興アセットは

「ファンド・アドバイザリー・ボード」からの提言やアドバイスを日々のファンド運営に活かすとともに、お客様

のために絶え間ない改善を行なってまいります。 

「ファンド・アドバイザリー・ボード」の概要 

1. 名称 ファンド・アドバイザリー・ボード 

2. 構成 議 長： 河合 江理子 （社外取締役、京都大学大学院総合生存学館 教授） 

 メンバー： 田子 真也 （社外監査役、岩田合同法律事務所 弁護士） 

   佐谷戸 淳一 （代表取締役副社長） 

（敬称略・2017年 9月 29日現在） 

3. 主な活動内容、意見交換のテーマ等 

① 公募投資信託のモニタリング（開発プロセス、パフォーマンスのレビュー等） 

② 利益相反管理態勢の確認 

③ 新規ならびに既存の投資信託に係る決裁案件のレビュー 

④ その他議長が必要と認める事項 

以 上 
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日興アセットマネジメントについて 

 
日興アセットマネジメントは、日本そしてアジアを代表する資産運用会社です。株式、債券、オルタナティブ、マルチアセットな

ど多様な資産クラスを対象とするアクティブ運用や ETF（上場投資信託）を含むパッシブ運用など、革新的な投資ソリューシ

ョンを提供しています。 

 

55年を超える実績を誇り、30以上の国・地域から集まる人材を世界 9カ国・地域に擁して、200名超の運用プロフェッショナ

ルが約 20.6 兆円の資産を運用しています。グローバルな視点を活かし、お客様のニーズにお応えする様々な商品の開発

を推進するとともに、優れた運用パフォーマンスの実現を常に追求しています。銀行などの金融機関、証券会社、生命保

険・損害保険、ファイナンシャルアドバイザーなど、国内外の計 300社超の販売ネットワークを通じ、個人投資家の皆様や年

金基金や金融機関など世界中の機関投資家のお客様に対して幅広いサービスを提供しています。 
 

詳しくは、日興アセットマネジメントの HPをご覧ください。  
 

* 日興アセットマネジメント株式会社および連結子会社の役社員を含む。 

** 日興アセットマネジメント株式会社および海外子会社の連結運用資産残高（投資助言を含む）の 2017年 6月末現在のデータ。 

 

日興アセットマネジメント株式会社 

金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第 368号   

加入協会：一般社団法人投資信託協会、一般社団法人日本投資顧問業協会、日本証券業協会 
 

http://www.nikkoam.com/

